
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

講演後に訪れたトンボみちでは、
自然に接するときの準備(装備や持
ち物)など、自然観察に出かける時の
心構えについてのお話しをいただき
ました。 

また、動植物等の棲み分けを行う
などの、トンボみちのこれからのあり
方についてのヒントも戴きました。今
後のトンボみちの維持管理に役立つ
お話しを聞くことができました。（裏
面に続く） 

京浜の森ロゴマーク 

 

【お詫び】 編集長が体調を崩し休養したた
め、11 月号はお休みしました。毎回楽しみに
されている皆様にはご迷惑をおかけしました。
今後ともよろしくお願いいたします。（S） 

講師は、桜美林大学名誉教授 三島次
郎先生。２回の南極観測隊(夏隊)に参加
した経験もあります。 

講演の趣旨は、「人から見て「○」の動物
や植物を大切にしても自然を大切にした
ことにはならない。人から見て「○」の動植
物や「×」の動植物が複雑に関係し合って
生態系が出来上がっている。「生態系」の
視点での取り組みを行わなければ、自然を
大切にしたことにはならない。」と、私たち
に問い掛ける内容でした。 

とうとう冬将軍がやってきましたね。トンボみちもすっかり冬の装いに
なってきました。今回は、12月11日(土)に開催された、「人と自然との
共生を考える勉強会」の概要を報告します。 
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生物の視点からみた自然を大切にす
ることの意味を語る三島次郎先生 



 

  

これからの活動予定です。雨天は１週間延期 
次 回 ：１２月１８日（土） ８時～１０時 (納会) 
次々回 ： １月２２日（土） ８時～１０時 (仕事初め) 

事前申し込み不要、だれでも自由参加 
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三島先生の配付資料から・・・・・ 
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勉強会の会場で、三島先生から配付された資料より、その内容の一
部を紹介します。参考にしてください。

【シリーズ】  トンボみち の 仲間たち  
８月某日の朝早くに出かけてみたら、「アオサギ」↓が飛来してい

ました。目的は矢印の先↓の「金魚」なのでしょう。ここにも自然の
摂理、生態系の一部を見ることが出来ます。 


